
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

高
齢
者
を
対
象
に
開
催
し
て
い
る

「
敬
天
セ
ミ
ナ
ー
」
。
11
月
は
、
整

体
指
導
者
・
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
の
宮
田
寿
望
さ
ん
を
講
師
に
招

き
、「
身
体
は
地
球
の
贈
り
物 

～
健 

     

11
月
の
「
成
人
セ
ミ
ナ
ー
」
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
た
琇
未
会
か
ら
小
野

琇
未
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
き
も
の

を
装
う
こ
と
」
と
題
し
て
開
催
し
ま

し
た
。 

最
初
は
き
も
の
に
つ
い
て
の
説

明
。
織
り
方
・
染
め
方
に
よ
る
違
い

や
目
的
・
環
境
・
立
場
に
よ
る
き
も

の
の
選
び
方
な
ど
お
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

続
い
て
、「
風
呂
敷
」
噺
（
ば
な
し
）。

名
前
の
由
来
を
お
話
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
後
、
風
呂
敷
の
結
び
方
（
真

結
び
）
や
瓶
の
包
み
方
を
実
際
に
や

っ
て
み
ま
し
た
。 

 

   

      

    

    

康
寿
命
に
活
か
す
東
洋
の
知
恵
～
」

と
題
し
て
講
演
と
簡
単
な
体
操
を
実

施
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
の
寒
い
季
節
を
乗
り
越

え
る
た
め
の
、
東
洋
医
学
に
基
づ
く

健
康
に
つ
い
て
の
お
話
や
、
血
流
を

良
く
す
る
た
め
の
簡
単
に
で
き
る
体

操
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

   

   

大
分
合
同
新
聞
で
連
載
し
て
い
た

「
久
世
み
ず
き
が
描
く 

ま
ほ
ろ
ば

日
田
」
を
見
な
が
ら
、
イ
ラ
ス
ト
の

解
説
や
イ
ラ
ス
ト
へ
の
想
い
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

簡
単
に
で
き
る
血
流
を
良
く
す
る
た
め
の
体
操
を

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

風
呂
敷
の
結
び
方
、
真
結
び
の

練
習
中
で
す 



令和元年12月15日号 咸宜公民館だより ( 2 ) 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

   

咸
宜
小
学
校
５
・
６
年
生
を
対
象

に
開
催
中
の
「
咸
宜
っ
子
体
験
教

室
」
。
10
月
に
Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と
、

セ
ン
タ
ー
長
の
石
松
聡
美
さ
ん
を
講

師
に
招
き
、「
車
椅
子
体
験
」
を
開
催

し
ま
し
た
。 

車
椅
子
の
種
類
や
使
い
方
な
ど
を

教
わ
り
、
そ
の
後
、
近
く
の
コ
ン
ビ

ニ
ま
で
お
買
い
物
。
ス
ロ
ー
プ
や
デ

コ
ボ
コ
道
、
段
差
な
ど
が
あ
り
、
通

る
の
に
一
苦
労
で
し
た
。 

    

11
月
の
「
月
化
セ
ミ
ナ
ー
」
は
研

修
旅
行
。
伊
万
里
市
の
大
川
内
山
、

唐
津
市
の
旧
高
取
邸
、
旧
唐
津
銀
行

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

大
川
内
山
は
佐
賀
鍋
島
藩
の
御
用

窯
が
置
か
れ
て
お
り
、
現
在
も
30
数

件
の
窯
元
が
そ
の
伝
統
、
技
法
を
現

在
の
伊
万
里
焼
に
受
け
継
い
で
い
ま

す
。
伊
万
里
・
有
田
焼
伝
統
産
業
会

館
を
見
学
し
、
そ
の
後
、
窯
元
が
多

く
立
ち
並
ぶ
、
風
情
あ
る
町
並
み
を

散
策
し
ま
し
た
。 

      

 
 

      

11
月
か
ら
開
催
し
て
い
る
「
ふ
る

さ
と
咸
宜
学
」。
今
年
は
２
カ
月
間
、

全
５
講
の
開
催
予
定
で
す
。 

第
１
講
は
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
か
ら
後
藤
宗
俊
先
生
に
来
て
い

た
だ
き
、「
令
和
の
い
わ
れ
」
と
題
し

て
開
催
。
大
宰
府
の
史
跡
と
万
葉
の

歌
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

続
く
第
２
講
は
、「
日
田
２
０
０
０

年
の
歴
史
」
と
題
し
て
開
催
。
講
師

に
は
、
日
田
の
歴
史
講
座
を
開
催
し

て
い
る
伊
藤
塾
か
ら
、
伊
藤
利
光
さ

ん
、
佐
々
木
祥
治
さ
ん
に
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
な
ん
と
、
日

田
市
出
身
の
漫
画
家 

久
世
み
ず
き

さ
ん
も
登
場
！ 

大
分
合
同
新
聞
で
連
載
し
て
い
た

「
久
世
み
ず
き
が
描
く 

ま
ほ
ろ
ば

日
田
」
を
見
な
が
ら
、
イ
ラ
ス
ト
の 

 

11
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
ふ
る
さ
と

咸
宜
学
」。
今
年
度
は
全
５
回
の
開
催

予
定
で
す
。
第
２
講
で
は
、「
日
田
２

０
０
０
年
の
歴
史
」
の
題
し
て
講
義

を
開
催
。
日
田
の
歴
史
講
座
を
開
催

し
て
い
る
伊
藤
塾
か
ら
塾
長
の
伊
藤

利
光
さ
ん
、
事
務
局
長
の
佐
々
木
祥

治
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
な
ん
と
、
日
田
市
出
身
の
漫

画
家 

久
世
み
ず
き
さ
ん
も
登
場
！ 

大
分
合
同
新
聞
で
連
載
し
て
い
た

「
久
世
み
ず
き
が
描
く 

ま
ほ
ろ
ば

日
田
」
を
見
な
が
ら
、 

    

の
伊
藤
利
光
さ
ん
、
事
務
局
長
の

佐
々
木
祥
治
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
し
て
な
ん
と
、
伊
藤
塾

の
ス
タ
ッ
フ
で
も
あ
る
日
田
市
出
身

の
漫
画
家 

久
世
み
ず
き
さ
ん
も
登

場
し
て
く
れ
ま
し
た
！ 

大
分
合
同
新
聞
で
連
載
し
て
い
た

「
久
世
み
ず
き
が
描
く 

ま
ほ
ろ
ば

日
田
」
を
見
な
が
ら
、
久
世
さ
ん
か

ら
イ
ラ
ス
ト
の
解
説
や
イ
ラ
ス
ト
へ

の
想
い
を
話
し
て
い
た
だ
き
、
伊
藤

さ
ん
・
佐
々
木
さ
ん
に
歴
史
の
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

    

 

解
説
や
イ
ラ
ス
ト
へ
の
想
い
を
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

            

く
立
ち
並
ぶ
、
風
情
あ
る
町
並
み
を

散
策
し
ま
し
た
。 

  

久
世
み
ず
き
さ
ん
か
ら
、
サ
イ
ン
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第
１
講
の
講
師
、
後
藤
宗
俊
先
生
で
す
。 

伊万里・有田焼伝統産業会館を見学中。 

狭
く
て
通
る
の
が
難
し
い
場
所
も

あ
り
ま
し
た
。 

年
の
歴
史
」。
講
師
は
、

日
田
の
歴
史
講
座
を

開
催
し
て
い
る
伊
藤

塾
に
お
願
い
し
、
塾
長

の
伊
藤
利
光
さ
ん
、
事

務
局
長
の
佐
々
木
祥

治
さ
ん
に
来
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て

な
ん
と
、
伊
藤
塾
の
塾

生
で
も
あ
る
日
田
市

出
身
の
漫
画
家 

久

世
み
ず
き
さ
ん
も
登

場

し

て

く

れ

ま

し

た
！ 大

分
合
同
新
聞
で

連
載
し
て
い
た
「
久
世

み
ず
き
が
描
く 
ま

ほ
ろ
ば
日
田
」
を
見
な

が
ら
、
久
世
さ
ん
に
イ

ラ
ス
ト
の
解
説
や
イ

ラ
ス
ト
へ
の
想
い
を

話
し
て
い
た
だ
き
、
伊

藤
さ
ん
・
佐
々
木
さ
ん

に
歴
史
の
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 
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            か
ら
24
日
（
日
）
に
か
け
て
、
日
田

市
複
合
文
化
施
設
ア
オ
ー
ゼ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

   

    

     

11
月
６
日
（
水
）
か
ら
８
日
（
金
）

に
か
け
て
、
咸
宜
校
区
在
住
の
津
江

治
士
さ
ん
と
工
藤
祐
介
さ
ん
に
、
咸

宜
小
学
校 

３
年
生
か
ら
６
年
生
の

児
童
に
書
写
指
導
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
日
田
市
文
教
祭
の
書
写
展

に
向
け
て
の
も
の
で
す
。
児
童
の
皆

さ
ん
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
で
き
あ

が
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

な
お
書
写
展
は
、
11
月
22
日
（
金
） 

   

11
月
８
日
（
金
）
か
ら
10
日
（
日
）

ま
で
、
豆
田
地
区
一
帯
で
「
千
年
あ

か
り
」
と
「
日
田
天
領
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
の
「
千
年
あ
か
り
」
に
は
、

「
咸
宜
子
育
て
サ
ロ
ン
」
か
ら
も
竹

灯
籠
を
出
展
。
ち
び
っ
子
達
の
手

形
・
足
形
で
飾
ら
れ
た
竹
灯
籠
が
、

温
も
り
の
あ
る
光
を
照
ら
し
て
く
れ

ま
し
た
。 

  

丁寧に指導していただきました。 

 

 

 

可愛い模様の竹灯籠でした♪ 

 
 

11
月
24
日
（
日
）
、
東
部
中

学
校
体
育
館
で
田
島
５
町
の
親

睦
と
健
康
増
進
を
目
的
と
し
た

田
島
５
町
対
抗
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
男
子
・
女
子
の
部
に
分
か

れ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
も
優
勝

目
指
し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

（
男
子
の
部
） 

優 

勝
：
田
島
２
丁
目 

準
優
勝
：
田
島
３
丁
目 

３ 

位
：
田
島
本
町 

 

（
女
子
の
部
） 

 

優
勝
：
田
島1

丁
目 

準
優

勝
：
田
島3

丁
目 

3

位
：
田

島2

丁
目 

 

 

 
 

（
女
子
の
部
） 

優 

勝
：
田
島
１
丁
目 

準
優
勝
：
田
島
３
丁
目 

３ 

位
：
田
島
２
丁
目 

 

 

日
田
市
民
体
育
大
会
は
10
月
～
11
月
の 

２
カ
月
間
で
４
種
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
咸
宜
地
区
は
弓
道
が
優

勝
、
陸
上
が
準
優
勝
と
素
晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
て
い
ま
す
。 

  

 

 

 

 

 

  

サ
ッ
カ
ー 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
） 

弓
道 

陸
上 

種
目 

3
位 

3
位 

優 

勝 

準
優
勝 

順
位 

7 12 9 14 

参
加
数 

11
月
17
日
（
日
） 

10
月
20
日
（
日
） 

10
月
13
日
（
日
） 

10
月
13
日
（
日
） 

実
施
日 

 

 
 

（
男
子
の
部
） 

優 

勝
：
田
島
２
丁
目 

準
優
勝
：
田
島
３
丁
目 

３ 

位
：
田
島
本
町 

 

（
女
子
の
部
） 

優 

勝
：
田
島
１
丁
目 

準
優
勝
：
田
島
３
丁
目 

３ 

位
：
田
島
２
丁
目 
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公
民
館
で
開
催
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
に
韓
国

語
と
英
語
の
教
室
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
講
師 

               

公
民
館
は
年
末
年
始
、
12
月
29
日
（
日
）
か

ら
１
月
３
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
休
館
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
12
月
28
日
（
土
）、
１
月
４
日
（
土
）・

５
日
（
日
）
は
、
公
民
館
の
利
用
は
で
き
ま
す
が
、

職
員
が
不
在
と
な
り
ま
す
。
ご
利
用
の
方
は
、
事

前
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。 

   

     

  は
、
ど
ち
ら
の
教
室
も

金
明
俊
（
キ
ム 

ミ
ョ

ン
ジ
ュ
ン
）
さ
ん
で
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
公

民
館
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

講師の金（キム）さん 

 

 

 

12
月 16

日
（
月
）
ふ
る
さ
と
咸
宜
学 

 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
「
周
辺
全
て
が
古
墳
地
帯
!?
大
原
神
社
の
散
策
」 

（
講
師
）
歴
史
発
見
講
座 

伊
藤
塾 

19
日
（
木
）
子
育
て
サ
ロ
ン 

ク
リ
ス
マ
ス
会 

25
日
（
水
）
咸
宜
っ
子
体
験
教
室 

お
や
つ
作
り 

（
講
師
）
日
田
市
健
康
保
険
課 

栄
養
士 

26
日
（
木
）
す
ず
め
の
学
校 
 １

月 12
日
（
日
）
日
田
市
成
人
式 

 

14
日
（
火
）
敬
天
セ
ミ
ナ
ー
・
月
化
セ
ミ
ナ
ー 

 

講
演
「
一
人
ひ
と
り
が
輝
い
て
生
き
る
た
め
に
」 

（
講
師
）
マ
ッ
ク
ビ
ー
ン
光
子 

氏 

16
日
（
木
）
子
育
て
サ
ロ
ン 

節
分
祭
（
豆
ま
き
） 

22
日
（
水
）
成
人
セ
ミ
ナ
ー 

料
理
研
究 

（
講
師
）
管
理
栄
養
士 

樋
口 

勝
子 

氏 

23
日
（
木
）
す
ず
め
の
学
校 

25
日
（
土
）
～
26
日
（
日
）
咸
宜
っ
子
体
験
教
室 

冬
山
宿
泊
研
修 

 ２
月 6

日
（
木
）
敬
天
セ
ミ
ナ
ー
・
月
化
セ
ミ
ナ
ー 

 

講
演
「
笑
顔
で
長
生
き
」 

（
講
師
）
県
南
落
語
組
合 

宮
明 

邦
夫 

氏 

15
日
（
土
）
咸
宜
っ
子
体
験
教
室 

研
修
旅
行 

 

※
12
月
の
成
人
セ
ミ
ナ
ー
は
お
休
み
で
す
。 

 

    

 

  

● 

韓
国
語
教
室 

（
日
程
）
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日 

（
時
間
）
19
時
30
分
～
20
時
30
分 

 

● 

Ｅ
ａ
ｓ
ｙ 

Ｅ
ｎ
ｇ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ 

（
日
程
）
毎
月
第
１
～
４
水
曜
日 

（
時
間
）
19
時
30
分
～
20
時
30
分 

 

         

10
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
伴
い
、
公
民

館
利
用
料
が
左
記
の
と
お
り
改
訂
さ
れ
ま

し
た
。 

 

・
利
用
料 

 

１
時
間 

３
３
０
円 

・
冷
暖
房
料 

１
時
間 

２
０
０
円 

・
常
設
電
灯
以
外
の
電
気
を
使
用
す
る
場

合
、 

１
回
に
つ
き
４
２
０
円
。 

  


